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自己紹介

主な経歴

• 鹿児島県鹿児島市出身

• アクセンチュア入社後、主に官公庁/自治体・金融・教

育・スマートシティ関連の案件を中心に従事

• 2014年：農林水産省「輸出戦略実行事業」を皮切り

に、日本産農産物の輸出に向けた海外調査・輸出戦略

策定・輸出支援業務に継続的に従事

• 農林水産省・品目団体の輸出事業中心に参画しており、

2018年からはGFPの立上～運営に責任者として参画

➢ 加工品部会の立上・物流ルート構築にも注力

• 鹿児島・北海道を中心に全国の輸出産地・加工食品ク

ラスター組成に向けた現場支援も多数実施

➢ 鹿児島×水産・野菜、北海道×畜産・コメ・野菜

小栗 史也
戦略コンサルティング本部
シニアマネジャー
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本日申し上げたいこと

⚫ 農林水産・食品産業を”成長産業化”し、魅力的かつ継続的に若い担い手

（若年層・ベンチャー）が流入する産業として維持・拡大するためには、輸

出が必要！（生産者~商社~物流等）

✓ 【市場規模トレンド】 国内市場↘、海外市場↗（特にアジア経済）

✓ コロナ影響で、国内外に複数の販路ルートを確保するリスクヘッジの重要性が露呈

✓ 日本食人気の世界的拡大の継続（寿司・ラーメン→おにぎり・丼物・おでん等）：

ミールキット・冷凍食品等を含めた輸出チャレンジの好機

✓ 健康需要の世界的拡大→健康・高品質イメージの高い日本産品への期待の高まり

→是非GFPを活用頂いて輸出を”共創”させて頂きたい
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2018年8月のGFP発足以降、全国の輸出意欲の高い事業者の皆様に登録頂
くことで、GFPコミュニティは継続的に拡大しており、6,140社に到達。

GFPの登録状況

※2022年4月4日時点

登録件数の推移

訪問数
（産地ヒアリング含む）

総登録数

生産者・メーカー：3,465
流通事業者等 ：2,675

749

2,268

4,032

5,623
6,140

65

329
394

658
704

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年4月
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都道府県別では、北海道(289件)・東京(185件)・鹿児島(158件)が登録者
が多く、GFPネットワークの拡大・輸出産地形成が活性化している。

各地域のGFP登録数（生産者・加工食品メーカー）

※農政局の所管に準じて集計(2022年3月14日時点実績)

沖縄(46件)

K

北陸(188件)

・ 新潟(81件)
・ 富山(44件)
・ 石川(39件)
・ 福井(24件)

東北(365件)

・ 青森(67件)
・ 岩手(49件)
・ 宮城(88件)

・ 秋田(37件)
・ 山形(82件)
・ 福島(42件)

関東(814件)

・ 茨城(83件)
・ 栃木(46件)
・ 群馬(37件)
・ 埼玉(53件)
・ 東京(185件)

・ 神奈川(53件)
・ 千葉(81件)
・ 山梨(30件)
・ 長野(104件)
・ 静岡(142件)

近畿(463件)

・ 滋賀(30件)
・ 京都(111件)
・ 大阪(109件)

・ 兵庫(120件)
・ 奈良(46件)
・ 和歌山(47件)

中国四国(368件)

・ 鳥取(25件)
・ 島根(27件)
・ 岡山(44件)
・ 広島(52件)
・ 山口(40件)

・ 徳島(34件)
・ 愛媛(54件)
・ 香川(51件)
・ 高知(41件)

九州(628件)

・ 福岡(130件)
・ 佐賀(32件)
・ 長崎(46件)
・ 熊本(113件)
・ 大分(28件)
・ 宮崎(121件)
・ 鹿児島(158件)

東海(231件)

・ 岐阜(52件)
・ 愛知(108件)
・ 三重(71件)

北海道(289件)海外(3件)
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GFPメンバー間のマッチング・コラボレーション創出・きめ細かなフォローアップ/伴
走支援に重きを置くことで、JETRO等既存の支援サービスとの差別化を重視。

GFPの取組全体像

GFPコミュニティ

輸出診断・

フォローアップ

プレーヤー間の

ネットワーキング

輸出プレーヤー・

輸出商品の

“見える化”

共同プロジェクト

の企画・実行
(輸出産地形成)

商談への橋渡し
(ビジネスマッチング)

農林漁業者 生産者団体・グループ 食品メーカー 輸出商社・物流企業等

GFP宣言・サイト登録

ワンストップでの支援

経産省 国税庁外務省 自治体

オールジャパンでの支援

連携
農林水産省 JETROアクセンチュア
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輸出は”一歩目”のハードルが高いため、マッチングを通じた適切なビジネスパート
ナーの紹介・テスト輸出を通じた手続・ニーズ把握までを一気通貫で支援。

GFPを通じた輸出支援メニュー

※件数は立上~現在（2022年4月4日）までの累計

訪問診断・
輸出産地ヒアリング

輸出取組・課題把握・
支援メニューの紹介

フォローアップ
(ビジネスパートナーマッチング)

マッチング(商談)

課題に応じたビジネス
パートナー(輸出専門

家)のマッチング

商社/海外バイヤーとの
商談・成約

実践的な学び・
メンバー間の切磋琢磨

GFP輸出塾・商社塾

テスト輸出・物流実証

テスト輸出を通じた
手続・物流確認・
現地ニーズ把握

国内外の商談で活用
可能なカタログ作成

デジタルカタログ

学
び
の
実
践

PDCA
サイクル

先進輸出事例の共有・
コラボレーション創出・

課題解消に向けた議論

GFP超会議・
セミナー/部会開催

先進輸出事例・
GFP活用事例の共有

優良事例集・動画公開

輸出の”一歩目”
までを伴走支援・

Quick Winによる
モチベーション向上

海外現地からの
情報発信・海外

バイヤーとのマッチング

海外マーケットセミナー

•商品開発

•物流ルート

•プロモーション

704件

取組を強化予定
(GFP棚確保・EC出展等)

29回

30件

57件

9回

107件

1,200件以上

3回
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オンライン訪問診断を通じて、課題の把握・今後の方向性を明確化した後、輸出
塾を通じた実践的な輸出知識の習得・商社とのテスト輸出に繋げることが可能。

GFP活用パターン①：ゼロからの輸出力強化（初級者向け）

GFP輸出塾・商談 GFP輸出実証オンライン訪問診断

概要

GFP 
サポート

• 輸出に向けた現状・課題の分析、講
師からの助言を踏まえ戦略策定

• 輸出塾での学びを踏まえた、商社・
海外バイヤーとの商談会

• 農政局・JETRO・都道府県担当と
の相談先の確保・サービスの理解

• 輸出に向けた課題・対応の方向性
の明確化

• 輸出塾で商談したバイヤーと連携し
た輸出準備・テスト輸出

• ゼロから輸出の”一歩目”を踏み出す
ことに成功

• 訪問診断の日程調整、当日の進行
サポート

• 既存の調査資料等を共有、GFPサ
ポートメニュー活用のアドバイス

• グループワークのファシリテート

• 輸出塾での検討を踏まえたバイヤー
との商談サポート

• 実証計画の策定、輸送・テストマー
ケティングの実施支援

• 実施効果の取りまとめ、今後に向け
たPDCAサイクル運営のサポート

輸出課題・方向性を明確化 実践的な輸出知識を習得 輸出塾商社とのテスト輸出
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マッチングイベント等を基点として、商社・海外バイヤー等との継続的な調整・事
務局によるフォローアップを通じて早期のテスト輸出に繋げる。

GFP活用パターン②：商社/海外バイヤーとのマッチング（中級者向け）

フォローアップ・伴走支援 GFP輸出実証
マッチング（商談会/

BPマッチング）

概要

GFP 
サポート

• マッチングした商社・海外バイヤーがビ
ジネスパートナーとして伴走支援

• 商談を踏まえ、輸出に向けた条件・
課題のクリア、輸出手続の準備

• ターゲット国向けのキーとなる輸出商
社・海外バイヤーとのマッチング

• 太い海外販路を有する商社・海外
バイヤーを招聘

• GFP輸出実証予算を活用し、本輸
出に向けて取組に反映

• 現地でのテストマーケティングを踏まえ
た商品開発

• 商社・バイヤーとの”相思相愛”を事
前調整

• 商談の進め方の事前共有・当日の
商談をサポート

• 生産者・メーカー及びバイヤー双方と
連携した進捗管理

• 輸出に向けた課題解決に向けた伴
走支援

• 実証計画の策定、輸送・テストマー
ケティングの実施支援

• 実施効果の取りまとめ、今後に向け
たPDCAサイクル運営のサポート

キー商社・バイヤーとのマッチング 課題解決に資する継続調整 輸送・テストマーケにて反応確認

商社・海外バイヤー

提案

条件提示

生産者・メーカー 商社・海外バイヤー

GFP
事務局

条件調整

生産者・メーカー

フォローアップ
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輸出事業者間の連携を目的とした、テーマ別(各地域・品目・業種等)のイベント
を開催し、様々な事業者間交流・きっかけづくりを創出。

GFP活用パターン③：事業者間コラボレーション

コラボレーション輸出取組
コラボレーションイベント

• 課題解決に向けた議論・
方向性の明確化

• 同業種・異業種事業者
との意見交換・マッチング

➢ 輸出商社塾

➢ 品目別部会

• 登壇事業者の先進事例
を把握・マッチング

• 交流会にて他の輸出事
業者とのマッチング

➢ 地方別超会議

➢ 若手担い手育成

• 共同での商品開発・原料供給

• セットでのメニュー提案・新規販路開拓

• 商社間連携での産品確保・販路開拓・共同物流

• 加工食品クラスターの組成

• 地域港湾を活用した、輸出物流ルートの構築

部会/交流会GFP超会議
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GFP会員約6,400事業者に向けた情報発信、連携先の検索・コンタクト機能が
備わっているほか、GFPイベント等に関するニュースも収集可能。

GFP活用パターン④：GFPコミュニティサイトの活用

• 自社のサービス・取組をマイページ
にてPR

• 商社・物流事業者・保険業者等の
の情報収集

➢ GFP会員向けの保険サービ
スを展開する事業者もあり

• ニーズに合致する商品・生産者/
メーカーの掘り起こし

• 自社商品の販路拡大に貢献でき
る取引先商社等の発掘

• 自社輸出関連イベント・支援サー
ビス等の情報発信

• GFP事務局と連携し、実証計画の
策定、輸送・テストマーケティングを
実施

• 実施効果の取りまとめ、今後に向
けたPDCAサイクル運営のサポート
等も可

事業者とのコンタクト・
オンライン上でのマッチング

GFP輸出実証
GFPコミュニティサイト投稿
(売りたい・買いたい・その他)
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有識者を交えた課題解決に向けた方向性を議論する部会を開催した上で、補助
事業の案内を行った上で、輸出事業計画の策定・申請をサポート。

GFP活用パターン⑤：補助事業活用サポート（加工食品部会等）

輸出事業計画策定 補助事業活用加工食品部会/分科会等

• 補助採択の前提となる輸出事業
計画を策定し、取組を具体化

• 事務局が取組の検討・計画策定
作業をサポート

➢ 商社・海外バイヤー・コンサルを
巻き込んだチーミングサポート

• 部会を通じて輸出拡大・課題解消
に向けた方向性を明確化

• 商社・添加物メーカー・コンサル等と
のマッチング・補助事業の案内

• 加工食品クラスター組成に向けた
メーカー同士のマッチング

• 農水省補助事業を活用した輸出
取組の推進

➢ 加工食品クラスターとしての共同
プロモーション

➢ 添加物・包材の国際標準対応

• GFP事務局が伴走支援・PDCA
サイクル運営
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都道府県と事業者の連携機会をセットした上で、GFPサービスメニューを通じて都
道府県の輸出支援事業・GFPグローバル産地事業の実行を伴走支援。

GFP活用パターン⑥：都道府県/自治体・他事業等との連携

都道府県事業・グローバル
産地事業への申請

都道府県事業を通じた
輸出取組

オンライン訪問診断/
都道府県分科会

• 事業申請に向けた商社・バイヤー・
コンサル等のチーミングサポート

• (GFP事業外)必要に応じた申請
書類・提案書作成サポート

• 生産者・メーカーと都道府県庁を
交えて、輸出課題の整理・解消に
向けた議論を実施

• 都道府県事業を活用した課題解
消に向けた方向性を検討

• 都道府県事業等を通じた輸出産
地形成・海外プロモーション

• GFPセミナーを通じた成果報告・他
自治体/事業者とコラボレーション
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GFP優良事業者例（1/2）

※サイト上での出品件数

輸出取組概要

輸出額/年

GFP参画後GFP参画前業種(所在地) 品目 輸出先国

チクレン
• 自社ブランド「キタウシリ」をタイ等へ輸出

• GFPを通じ輸出計画策定・販促等を実施
1,300万60万

生産組合
(北海道)

赤身牛肉

牛肉加工品

タイ

ベトナム

大潟村
協議会

• 米粉を活用したグルテンフリー食品を積極輸出

• 地域産品の取り纏め・秋田港の活用も実施
2,900万2,100万

輸出支援組織
(秋田県)

グルテン
フリー餃子等

アジア・米国・
EU等

umamill
• EC事業者等へ商品サンプルの送付・販売を実

施。マッチング機会としてGFPを活用約3,000件80件※ECサイト
(東京都)

加工食品
シンガポール

香港等

岩清
• 鯖ラーメンをBtoB・BtoC向けに製造

• GFPを通じて商品改良や商談機会を獲得
380万-

加工品メーカー
(静岡県)

鯖ラーメン
EU・米国・
UAE等

JA
十勝清水

• JA主導による生産体系の省力化や、現地視
察・商談参加により効果的な輸出体制を確立

生産組合
(北海道)

黒にんにく
台湾・香港

フィンランド等
150万-

JA
いわて中央

• 補助事業の活用や、GFPの輸出産地セミナー
登壇を通して、輸出産地間連携を図る2,170万1,620万

生産組合
(岩手県)

りんご
タイ・台湾

ベトナム等

アグベル
• 国内初の民間選果場を設立、近隣農家とし連

携した独自の販売網を構築
生産者

(山梨県)
ぶどう

タイ・香港

台湾等
8,000万1,000万

市川農場
• GFPを活用して、情報収集・輸出プロモーション

（台湾向けライブコマース）を実施100万70万
生産者

(滋賀県)

いちごバター

いちご等

北米

香港等

福島鰹
• GFPにて各国ニーズ・認証取得等の情報を効率

的に収集し、商品の提供方法に反映約3.8億約2.4億
加工品メーカー

(京都府)

出汁パック

削り節等

北米

アジア等
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GFP優良事業者例（2/2）

輸出取組概要

輸出額/年

GFP参画後GFP参画前業種(所在地) 品目 輸出先国

東亜食品
• 現地ニーズに則した認証取得・海外専用商品を

開発し、GFPの検討会等も多数参加9,000万5,000万
加工品メーカー

(兵庫県)

そうめん

うどん等

米国

イスラエル等

イヨスイ
• 活魚運搬知見を基に超高鮮度商品を開発

• GFPは商談機会創出・アイデア相談で活用
42億35億

水産加工・販売
(愛媛県)

タマクエ

ハマチ等

アジア

米国等

杉本商店
• GFPのマッチングサービスを活用し輸出拡大

• 3言語のレシピ動画を制作し、消費者へPR
1,200万280万

生産者
(宮崎県)

乾しいたけ

椎茸粉等

北米

EU等

大吉農園
• GFP訪問診断を契機に1年で輸出実現

• 輸出先国ニーズ対応のため各種認証を取得
1,000万-

生産者
(鹿児島県)

キャベツ
シンガポール

香港・タイ等

萌す
• GFPを活用して全国の生産者・メーカーと連携し

て、ライブコマース・インバウンド連携等に挑戦2億2,500万
商社

(沖縄県)

野菜・果物

水産物等

シンガポール

台湾等

木桶醤油
コンソ

• 全国の木桶醤油メーカーとの横連携により輸出
を拡大させ、GFPのマッチングイベントにも参加1.2億6,400万

醤油メーカー団体

(香川県)

醤油

醤油加工品

米国・ドイツ

イギリス等

島唐食品
• GFPを活用した情報収集や同業他社との意見

交換により輸出パートナーとマッチング15万-
加工品メーカー

(沖縄県)
たれ

台湾・米国

シンガポール等

垂水漁協
• 地域商社と連携したカンパチの認知度向上・メ

ニュー提案・販路拡大（寿司チェーン等）
水産加工・販売

(鹿児島県)
カンパチ

米国

香港・台湾等
8,000万4,000万

丸京製菓
• 北米の大規模小売に対応した新施設の整備

• オリジナル商品の開発により輸出先規制に対応

加工品メーカー
(鳥取県)

和菓子
(どらやき)

北米・中国
EU・韓国等 6億5.3億
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加工食品輸出に特化した部会として2021年度に設置。情報提供・マッチング、
添加物規制対応、加工食品クラスター組成、輸出事業計画策定等を推進。

GFP加工品部会/分科会の設置

• 品目別の「輸出プラットフォーム」

➢ 海外ニーズ等の情報共有・優良事例等の横展開

➢ 商社/専門家のとマッチング・クラスター組成支援

➢ プロジェクト組成につながるテーマ別議論
(メンバーを限定した検討会を開催)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
例

輸出団体・主要
メーカー等

加工食品
部会

重
点
品
目

輸
出

産
地

輸出向け
GI取得・
メニュー提案

添加物国際標準対応・
包材対応

分科会での議論を元に課題解消に資するプロジェクトを組成
(必要に応じて、分科会メンバー以外の事業者・商社・物流業者等も参画)

共通課題・取組の方向性

品目団体・
クラスターの
組成・
取組推進

和菓子・
スイーツ
輸出拡大

冷凍食品・
健康食品
分科会

醤油
分科会

48事業者・
2全国団体

• 健康食品・冷
凍食品等マー
ケットインの考え
方に基づく有望
品目の輸出拡
大に向けた議
論を行う

• 輸出商社・冷
凍機器メー
カー・原料供給
メーカーとのマッ
チングも実施

味噌
分科会

39事業者・
1全国団体

菓子
分科会

45事業者・
1全国団体

清涼飲料
分科会

11事業者・
1全国団体

調味料
分科会

14事業者・
2全国団体

課題 課題 課題

課題・
テーマ別
分科会

加工食品
クラスター
分科会

(都道府県別)

• 産地単位での
輸出拡大向け
て、各都道府
県内における加
工食品クラス
ター組成の在り
方、補助事業
活用に向けた
取組等を議論

• GI取得の可能
性も探る

国別
分科会

• 米国・中国等
有望国単位で
の輸出拡大に
向けて、国ごと
に異なる輸入
規制やニーズに
関する議論を
行う

• 加工品事業者
が直面する、幅
広い輸出課題
に対応すべく、
課題ごとに深堀
した議論を行う

• 重点品目以外
の輸出拡大の
方向性検討も
実施
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メーカー毎に輸出取組を進めるのは非効率であり、”協調領域”と”競争領域”を
棲み分けた上で”加工食品クラスター”として共同取組を進めることが望ましい。

産地単位での”加工食品クラスター”組成

複数品目を地域
単位で束ねる
輸出団体

単一品目&
地域性のある
加工食品産地

単一品目を
束ねる輸出団体
(地域性なし)

設
立
難
易
度

• 品目×産地の掛け合わせによるブランディングが容易

• 商流や販売戦略等の競争領域がバッティングするおそれがあ
り、共同プロモーション等の協調領域と競争領域を予め明確
化し、合意形成した上で活動を進めることが必要

• 単一品目であるためブランディング・取組選定が比較的容易

• 同一品目輸出の点で競争領域のバッティング可能性あり

• 広範囲なエリアに事業者が存在するためリーダー事業者によ
る連携体制構築が不可欠

設立/活動のポイント

• 愛知県食品輸出研究会
（平松食品）

• TEAM NAGANO
（マルコメ）

• 播州乾麵輸出拡大協議会
（東亜食品工業）

• 鹿児島県天然つぼづくり米
酢協議会（坂元醸造）

• 木桶仕込み醤油
輸出促進コンソーシアム
（ヤマロク醤油）

具体例

難

易

• 品目が重複しないことから、互いの商流や輸出課題に対する
対応事例等の輸出ノウハウ共有が可能

• “地域ブランド”訴求が必要であるため、長期的な観点から
の”地域ブランド”構築が必要

• 品目・事業者によって輸出熟度・ニーズが異なるケース有
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7項目の課題・取組事項を整理。最適な輸送ルート・輸送手段を選択し、大ロッ
ト化・混載促進を図るネットワーク構築が、効率的な輸出物流実現に向けた要諦。

効率的な輸出物流の構築

輸送コストを踏まえた
最適な輸送ルートの確立

• 地方の港湾・空港を活用、陸上輸送にかかる時間とコストの短縮
• 集荷・運送システムの構築に向けた定期ルートの構築 等

重点品目の産地を踏まえた
大ロット化・混載の促進のための拠点確立

• 拠点となる地方港湾・空港を選定し、大ロット化・混載の取組を推進
• 物流拠点整備の必要性・実現性の検討 等

輸出産地・物流事業者・行政等が
参加するネットワークの構築

• 産地・輸出事業者・物流事業者・行政が参画する協議会等の設置
• 生産・出荷・物流に関する情報共有を行うプラットフォームの形成 等

コールドチェーンが途切れないよう
施設・機器等、物流拠点の整備

• 大ロットの集荷、コールドチェーン・トレーサビリティ確保、規制・規格の要
求に対応した施設・機器の整備 等

鮮度保持・品質管理や物流効率化
のための規格化・標準化

• 輸送・保管に関する技術開発の推進
• 輸出先国のニーズを踏まえた規格の制定、ブランディングの推進 等

検疫等の行政手続上の環境整備
(DX化・ワンストップ化等)

• 検疫等輸出手続きの円滑化・利便性向上等の推進 等

包装資材・保管技術の開発・実装
• 「持続可能な開発目標(SDGs)」に配慮した包装資材や輸送・保管に

関する技術開発の推進 等

一
連
の
取
組

1

2

3

4

5

6

7
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GFPのスキームを活用した上で、品目団体様と二人三脚で事業を推進させてい
ただくことで、効率的・効果的な輸出マッチングを実現する。

GFP × 品目団体

✓ GFPで蓄積してきた事業者情報、マッチング・フォローアップスキーム、YouTube・メルマガ等のツールを
活用することで、効率的なマッチング・輸出拡大を実現

✓ 品目団体が進める複数の事業間の横連携推進を含めて、品目団体様と二人三脚で輸出拡大に全
力で貢献させて頂きたい

GFP × 品目団体の連携

事業者情報
（産地・商社等）

マッチング・
フォローアップスキーム

YouTube・
メルマガ等のツール

農水省：GFP 品目団体

農林水産物・食品輸出促進団体

（品目団体）の認定

➢ 輸出重点品目の生産から販売に至る

関係事業者がオールジャパンで輸出促

進活動を行う農林水産物・食品輸出

促進団体の速やかな認定を目指す
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5兆円に向けては、”選択と集中”での海外大ロット販路開拓に向けた伴走支援・
若い輸出の担い手確保等を持続的に行えるプラットフォームへの進化が必要。

GFPが担うべき役割の進化 ~GFP3.0

• 登録事業者の拡大

• コラボレーションのきっかけ創出
(超会議&部会)

• 全国的な輸出の機運向上

GFP1.0

コミュニティ拡大・
コラボレーション創出

• オンラインを活用した事業者
支援・イベントのスキーム確立

• フォローアップ・伴走支援スキー
ムの構築（ビジネスパートナー）

• 実践的な輸出知識習得
（輸出塾&商社塾）

• オンラインを活用した商社・
海外バイヤーとのマッチング

輸出を止めない
Digital GFP

GFP2.0
• 事業者の熟度・規模に応じた

支援メニューの提供・先進的な
優良事例の横展開

• ”選択と集中”による海外大ロッ
ト販路の開拓・出口確保

• マッチング(商談)→テスト輸出
→PDCA運営のサイクル実装

• 若い輸出の担い手が継続的に
創出・育成される仕組み

• 品目団体との連携と取組支援

世界で勝負する
Sustainable GFP

GFP3.0

2018年8月

2030年

1兆円
達成

5兆円
達成

2021年

2020年3月

コロナ
発生
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関連する政策とも連動しつつ、生産~海外販売までの”end-to-end”で、持続
的な輸出拡大を実現できる一気通貫での仕組みづくりが重要。

GFP3.0の取組コンセプト

流通 海外販売生産

若い輸出の担い手育成

• 事業者の熟度・規模に応じた支
援・先進事例・取組の横展開

• 2～3代目の若手輸出農家・輸
出ベンチャーの創出・育成

• 大学・農業高校からのインターン
受け入れの仕組化

• 農業女子とのコラボレーション

海外ローカル販路開拓

• 現地系の大手小売・外食
チェーン向けの提案・商談機会
の強化（”選択と集中”）

• 現地で販路開拓を担えるパート
ナー(輸入卸・コンサル等)の掘
り起こし・連携

※ 日系チャネルの開拓はこれまでの取組で概
ね達成

end-to-endの出口確保

• 小売棚・EC・ライブコマース等
具体的な輸出の出口をGFPで
整備・保有

• GFP事業者が“輸出の一歩
目”を確実に踏み出してPDCA
を回せる仕組み

• 品目団体と連携した販売促進

輸出 × 関連政策

SDGs
• フードテック/オーガニック

• アニマルウェルフェア

• トレーサビリティ

流通インフラ活用
• 卸売市場の輸出拠点化

• 地方港湾・空港の活用

• 国内鉄道の輸送活用

インバウンド
• 産地の魅力とセット発信

• 食のインバウンド・MICE

• 海外バイヤー・学生の受入
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設立趣旨である”結果を出しうる”生産者への重点支援を継続しつつ、トップラン
ナー向け支援・ポテンシャル生産者の掘り起こしに三方で注力していくことが必要。

【生産】熟度・規模に応じた支援の提供

輸出先進
事業者
7%

輸出有望
事業者
13%

輸出取組
事業者
31%

輸出途上
事業者49%

GFPメンバーの輸出熟度と規模

高

低

輸
出
の
熟
度

For 1兆円 For 5兆円

• セミナー/部会等での先進事例の共
有・議論のリード等を通じて日本全
体の輸出を牽引

• 委員会提言「真に結果を出しうる
生産者を重点的に支援」を踏まえ
て、重点的に支援

• 輸出意欲が高く、GFPサービス活用
に積極的な事業者に手厚い支援

➢マッチング・輸出塾・カタログ/動
画作成・計画策定

• 訪問診断でのアドバイス、セミナー・
交流会・メルマガ等での輸出知見の
共有・輸出意欲の喚起

• トップランナーの更なる輸出拡大に
向けたサービス提供（ポテンシャル国の
開拓・新たな輸出モデルの構築等）

• 先進的な優良事例の横展開

• これまでGFPでリーチできていなかっ
たポテンシャル生産者・メーカーの掘
り起こし・裾野拡大が必要
（特に2~3代目の若手生産者）

• GFP支援による恩恵・結果創出が
最も期待できる層であり、これまで
同様手厚い支援を継続

• 品目団体と連携した事業者支援

大

小

事
業
者
の
規
模

個人生産者

商社
生産法人

農協

登録者数
6100
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特に生産サイドは外部からの新規参入が難しいため、2~3代目の若手生産者と
連携・ネットワーキングを行うことで持続的な輸出の担い手を育成することが重要。

【生産】2~3代目の若手生産者との連携

出所：農林水産省「令和２年新規就農者調査結果」、2020年農林業センサス

• 現状は530社(農業のみ)の登録数だが、若手生産者の
登録は増加しており、今後2,100社程度まで拡大する可
能性があり、ネットワーキング・輸出意欲の喚起が重要

➢若手就農者は減少傾向にあるものの、新規就農者
数は毎年2万人前後で増加（全体：22.7万人）

GFPへの2~3代目の若手生産者巻き込み

• モデルケース・ハブとなる2~3代目の若手生産者が必要

• GFPアンバサダーであるアグベル丸山社長はその象徴となり
うる存在であり、連携を進めていく

➢ 山梨・葡萄農家の3代目で、耕作放棄地の再生、
学生/新規就労者受け入れ等により産業底上げ

2022年3月

530

2,170

2025年（見込）

若手生産者のGFP登録数見込※

若手就農者の増加

モデル生産者：アグベル株式会社

モデルとなる若手生産者・輸出ベンチャーを発掘・育成し、全国に横展開していくことが重要。
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若手生産者・輸出ベンチャーの掘り起こし・伴走を行えるエリア別のGFPコミュニ
ティを強化しつつ、テスト輸出・販路開拓を一気通貫で行える仕組みづくりが重要。

【販売】end-to-endの出口確保（エリア別のGFPコミュニティ強化）

エリア別GFPコミュニティ 海外での販路開拓取組

GFP事務局（本省・アクセンチュア）

予算・取組テーマ提供 企画・場の提供

PDCA
サイクル

他
エ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

農
政
局
・
自
治
体

リレー出荷
品目分担
コンサル派遣

補助事業
等連携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

地域
商社

輸出コンサル

輸出産地

グローバル産地

若手農業者

加工食品メーカー

大学

農業高

物流業者

デザイナー

GFPフェア

GFPライブコマース

EC：GFP旗艦店

産地動画

商品動画

漫画紹介

メニュー提案

”マーケットイン”での商品/プロモーションのブラッシュアップ

テ
ス
ト
輸
出
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今年度のGFPのイベント予定（変更可能性あり）

• GFP輸出ベンチャー塾(6/20・第2回は地方別開催を予定)

• GFP国別輸出塾：米国・中国(7/26、8/1、 8/30、9/7)

• GFPテーマ別試食会&マッチング(7月下旬)

• GFP海外マーケットセミナー(海外から配信：香港・米国・台湾)

• GFP輸出産地セミナー&マッチング(10月)

• GFPオンラインマッチング(11月)

• GFP超会議(3月)

• GFPインターンシップ・GFP輸出実証(定常実施)
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今年度の加工食品部会関連のイベント予定（変更可能性あり）

• 添加物セミナー＆マッチング(6/28)

• 木桶仕込み味噌輸出促進コンソーシアム研修会＆マッチング(7/6、7)

• 賞味期限延長勉強会(時期未定)

• 加工食品クラスター分科会(時期未定)

• フードテック分科会(時期未定)

• 菓子分科会：和菓子・スイーツ輸出(時期未定)

• 国別分科会：ハラール対応(マレーシア等)(時期未定)

• 補助活用事業者の視察ツアー＆マッチング(時期未定)



26

登録者6,400名！気になった方はGFPメンバー登録を。

WEB：「GFP 輸出」で検索！

問い合わせ先：農林水産省GFP事務局

（MAIL：gfp@maff.go.jp TEL：03-6744-7172）

登録
無料

農林水産省「GFP農林水産物・食品プロジェクト」はオンラインを活用しながら、
様々な輸出支援サービスを実施・輸出を目指す人を応援します！

輸出チェックレポート
訪問診断(対面・オンライン)

農政局・他専門家を通じて、
輸出に関する悩み・課題を解決

自社のビジネスに繋がる商社等
との出会い機会を創出

ビジネスパートナーマッチング
GFPオンラインマッチング

GFPコミュニティを活用して、
優良事例や補助事業の情報収集

GFP交流会・セミナー
GFPサイト/Facebook

情報収集 マッチング コラボレーション


